イスラエル関連文化事業案内（2012年2月8日）
Israel-Related Cultural Events in February



平素よりイスラエルの文化事業にご理解・ご協力いただき誠に有難うございます。



遅ればせながらで恐縮ですが、本年も宜しくお願い致します。



早速、ビッグニュースです。

デザイン、ファッション、ライフスタイルなど扱う人気雑誌『PEN』の2月15日発売が
なんと「エルサレム特集号」となります。三大宗教の聖地・エルサレムを歴史・宗
教・文化など様々な角度から分析、またユダヤ教とは何か？ユダヤ人とは何か？とい
う問題に直球で挑んだ近年まれに見るチャレンジングな内容です。しかもなんと綴じ
込み付録で『イスラエル最新案内』という部分があり、テルアビブを中心にアートや
建築、美術館などの情報も満載。まさに最新にして最高のイスラエル入門書となりそ
うです。是非、書店やコンビニに行ってお手にとってご覧下さい。60周年関連事業を
ご案内するコーナーもあります！

Magazine PEN February issue features Jerusalem!:
ウェブサイト：http://www.pen-online.jp/pen/next/




では、以下今月のイベントのご案内です。

外は冷たい風が吹き荒れていますが、イスラエル人アーチストは天気に関係なく来
日。…暖かくしてお出かけください！



①  ロネン・シャピラ　ピアノコンサート『ハンマーズ』 --- 直前のお知らせで申
し訳ありませんが、明日の開催です。

②　イラン・ヴォルコフ指揮　都響公演　”「作曲家の肖像」シリーズ”ほか

③　講演「ユダヤジョークの何がユダヤ的か」神戸ユダヤ文化研究会

④　アルカディ・ザイデスと共同制作/ イザベラ・フレヴィンスカ　ソロ公演

⑤　江ノ島アジア映画祭で『いのちの子ども』上映

⑥　新譜紹介 / ギラッド・ヘクセルマン / マーヤン・キャステル



①ロネン・シャピラ　ピアノコンサート『ハンマーズ』
Ronen Shapira Piano Recital; Hammers

ピアニストとしての活動のみならず、オーケストラの作曲や演劇やロックバンドへの
楽曲提供など幅広く活動するロネン・シャピラは1966年生まれ。両国シアターＸで上
演されたルティ・カネル演出作品でも活躍。その作品は、本国では総理大臣賞はじめ
様々な賞を受賞してきましたが、昨日Mifal HaPais賞の受賞報告が入ったとのこと。
詩人ロニ・ソメックがテキストを手がけ、交響楽団のために書いた子ども向けの作品
だそうで、今後イスラエル全国で上演されるそうです。
明日の演奏予定曲は、最近自身のレーベルからリリースした新譜より、バッハやモー
ツアルトの他に自身の作曲による「第二次レバノン戦争」など…（！）。１２音階に
固執する西洋クラシックに対する抵抗感から、２０年間公の場ではクラシックのレ
パートリーを演奏して来なかった彼が、同時代的・未来的な「ハンマー」をもって弾
きなおすという試み。前回のシアターX公演では、スタインウェイをアラブ音階に調
律して聴衆の度肝を抜いた、大変ユニークなアーチストです。

日時：2月9日（木）　19:00

会場：シアターX（カイ）東京都墨田区両国

料金：1000円（全席自由）

演目：バッハ『プレリュードとフーガ』/ モーツアルト『トルコ行進曲』/ ベートー
ベン『悲愴』/ ショパン『夜想曲』/ ラベル『ボレロ』/ サティ『ジムノペティ』な
どクラッシック作品のカバーのほかロネン・シャピラ自身の作曲による『第二次レバ
ノン戦争』など


アーチィストからのコメント

【ここでの僕のセオリー】は、既存のものを使い、ジャズやロックのカバーでするよ
うにクラシックの音楽を使って演奏すること。それを壊すのではなく、アップデート
すること、あたかもシェークスピアを現代に演じるように。もしベートーヴェンが今
生きていたら、こうやって弾いたと思う。弾いていると、自分の内側でグルーヴが聞
こえる、２１世紀の気分が。

『ハンマーズ』は、古い機材を使って僕は録音した。それは、ピアノの演奏と虐待と
の間を往き来する。

https://www.theaterx.jp/12/120209-120210p.php



② イラン・ヴォルコフ指揮　東京都交響楽団公演　
Tokyo Philharmonic Concert conducted by Ilan Volcov

”「作曲家の肖像」シリーズVol.85 ラフマニノフ”

イラン・ヴォルコフ

イラン・ヴォルコフは1976年生まれ。1999年から小澤征爾に招かれボストン響でアシ
スタント・コンダクターを務めたこともある。その後市場最年少でBBCスコティッ
シュ響の主席指揮者に就任。2011年からはアイスランド交響楽団音楽監督。また、な
ぜかテルアビブのジャズやワールド・ミュージックで有名なライブハウス”レヴォン
ティン”のデレクターも務めている。

日時：2月11日（土・祝）14:00　

会場：東京オペラシティ　コンンサートホール

演目：幻想曲『岩』 / ピアノ協奏曲第２番　ハ短調　/ 交響的舞曲

料金：2000～5800円

予約・問合せ：都響ガイド　TEL:03-3822-0727

http://www.tmso.or.jp/j/concert_ticket/detail/index.php?id=3456





"プロムナードコンサート”
イラン・ヴォルコフ指揮　清水和音・ピアノ

日時：2月18日（土）14:00

会場：サントリーホール

演目：武満徹「ハウ・スロー・ザ・ウィンド」/ シューマン「ピアノ協奏曲」イ短調
/ ブラームス「交響曲第3番ヘ長調」

料金：4800円 / 5800円

予約・問合せ：都響ガイド

http://www.tmso.or.jp/j/concert_ticket/detail/index.php?id=3452


③神戸・ユダヤ文化研究会からのお知らせ
Jewish Culture Study Group in Kobe
by Prof. Sasaki of Bar-Ilan Univesity
"What is Jewish about Jewish Jokes"

特別文化講座「ユダヤ・ジョークの何がユダヤ的か」

講演者：　佐々木　嗣也さん（イスラエル・バルイラン大学上級講師）



ユダヤ・ジョークと一般に称されるものは実際にはアシュケナジ・ジョークであり、
他のユダヤ・コミュニティーでは似たような独自のジョーク文化は発展しなかった。
本発表では今でも新しいものが生まれ続けているアシュケナジ・ジョークに的を絞
り、特徴的と思われる新旧のジョークを素材にして、以下の4つの観点から分析を試
み、アシュケナジ・ジョークの特徴を探る。
- 誰・何について笑うのか：アシュケナジ・ジョークの対象
- どう笑うのか：アシュケナジ・ジョークの構造
- いつ・どこで笑うのか：アシュケナジ・ジョークの落ち
- なぜ笑うのか：アシュケナジ・ジョークの源泉



【講演者略歴】　1963年秋田県生まれ。後にイスラエルに移住・帰化。エルサレム・
ヘブライ大学ヘブライ語学科博士課程修了(PhD)。現在はバルイラン大学ヘブライ・
セム語学科上級講師。

専門は言語学。研究分野は現代ヘブライ語、現代イディッシュ語、エスペラント語、
形態論、語彙論、辞書学、接触言語学、社会言語学、固有名詞学。
ウェブサイトはhttp://sites.google.com/site/tsvisadan/


日時：　2012年2月12日（日）14:30～17:00

場所：こうべまちづくり会館　2Fホール

（元町商店街内・高速神戸「花隈」下車徒歩2分）
〒650-0022　神戸市中央区元町通４丁目２番１４号

TEL： (078) 361 - 4523　FAX： (078) 361 - 4546

http://www.kobe-toshi-seibi.or.jp/matisen/

参加費：正会員＝無料、　維持会員・一般参加者＝1000円



事務局連絡先　
〒616－8142 京都市右京区太秦樋ノ内町１－４－508　神戸ユダヤ文化研究会事務局
関根真保

電話・ＦＡＸ：　072－254－9666、  E- mail：　jjskoffice@yahoo.co.jp

ウェブサイト：http://d.hatena.ne.jp/jjsk2010_Tsune/



④アルカディ・ザイデスとのコラボ作品、イザベラ・フレヴィンスカ公演（コンテン
ポラリーダンス）


次世代イスラエル人振付家の旗手、アルカディ・ザイデス。その彼とポーランドの振
付家フレヴィンスカがコラボレーションして制作した"トラフファマドリア”という
作品が公演されます。注：今回アルカディの来日はありません。

＜アルカディ・ザイデス＞

アルカディ・ザイデス（イスラエル） 1979年ベラルーシ（旧ソビエト連邦）生ま
れ。90年にイスラエルに移住。1999年からバットシェバ・アンサンブル、2001年から
バットシェバ舞踊団所属し、オハッド・ナハリン振付の作品に多数出演。2002年に
は、オハッド・ナハリンが考案した身体言語「 ＧＡＧＡ 」を教える。2004年にヤス
ミン・ゴデール振付「ストロベリー・クリームと火薬」（06年東京国際芸術祭招聘作
品）のクリエーションに参加、ダンサーとして重要な役割を果たす。2004年以降はイ
ンディペンデントの振付家として精力的に作品を制作・発表。近年は、イスラエルか
ら2名とパレスチナから2名の役者・ダンサーと制作した作品「 Quiet 」で世界各地
のフェスティバルや劇場に招聘されている。同時に、ワークショップやレクチャーで
もその表現の幅を広げている。 http://arkadizaides.com
<http://arkadizaides.com/>

＜イザベラ・フレヴィンスカ＞

1980年、ポーランドに生まれる。ダンサー、振付家、教師。2008年、「インパルスタ
ンツ国際ダンスフェスティバル」（ウィーン）で、ダンスウエブ奨学金を獲得。2009
年、ポーランド文化省から個人奨学金を受賞。世界各地70名の若手アーティストで構
成される国際集団、<EMBASSY OF...>の一員。イスラエルのダンサー兼振付家アルカ
ディ・ザイデスと共に、"TRALFAMADORIA"と題するソロ新作品に取り組み
（premiere/residency 2011、ポーランド、グダンスク）、多数のコーチングプロ
ジェクトや国際ワークショップ（ヤン・フォーブル、ナイジェル・チャーノック、メ
グ・スチュアート、マイケル・ショーマッハ、デヴィッド・ザンブラーノ、ピーピン
グ・トム、エミオ・グレコ、ジュリエン・ハミルトン、ジョー・オルター など)に参
加。これまでに数々の国際ダンスフェスティバル（メキシコの「プリズマフォーラ
ム」、ウィーンの「インパルスタンツ」、ドイツの「ポンデローサ・ダンスフェス
ティバル」、ポーランドの「国際ダンスフェスティバル」など）にダンサーとして出
演している。

日時2月11日（土）17:00～

場所：セッションハウス（新宿区矢来町/ 神楽坂）

料金：3000円（前売り）/ 2500円（学生）/ 3500円（当日）

お問合せ：セッションハウス　TEL:03-3266-0461

http://www.session-house.net/tralfamadoria.html


⑤江ノ島アジア映画祭『いのちの子ども』上映
Enoshima-Asia Film Festival
"Inochi-no Kodomo"
(Child of Life)
by Shelomi Eldar
with Israeli food fair, photo exhibition, Israeli Products Sale
昨年ロードショー公開されて大好評だったドキュメンタリー映画『いのちの子ど
も』。イスラエル人医師がガザのパレスチナ人の赤ん坊を救うために奔走するなか
で、パレスチナとイスラエルの対立に翻弄される人々。テレビの人気キャスター、
シュロミ・エルダールがジャーナリストの視線で人々の苦悩を捉えた力作。映画の上
映だけでなくイスラエル・フード、物産販売、写真展示など予定されています。


日時：2月19日（日）

映画上映：第一回目　11:00～　/ 第二回目14:30～　＊トークセッション　13:00～

場所：神奈川県立かながわ女性センターホール（藤沢市江ノ島1-11-1
TEL:0466-27-2111）

入場料：

問合せ：江ノ島アジア映画祭実行委員会　TEL:090-6020-3769

http://enoshimaajiaeigasai.art.officelive.com/2012.aspx


⑥新譜紹介 / ギラッド・ヘクセルマン / マーヤン・キャステル
Glad Hekselman, 
"Hearts Wide Open"
(jazz guitar)

ギラッド・へクセルマン『Hearts Wide Open』LE CHANT DU MONDE / 2011年10月13日
/ 2,200円(税込)


いまニューヨークで最も注目される若手ジャズギタリスト、ギラッド・ヘクセルマ
ン。ジャズにうるさいニューヨーカーどころか、世界中の耳の肥えたジャズ・ファン
たちの熱いまなざしを一手に浴びる、そんな彼の最新アルバムがいよいよ到着。
『Words Unspoken』以来3年ぶりとなるリーダー・アルバムです。


マアヤン・キャステル『Walk on Water』EMI Music Japan / 2012年01月25日 /
2,300円(税込)
Ma'ayan Castel,
"Walk on Water"


レゲエやヒップホップ、R&B、ジャズ、ソウル、ロックほか多様な要素を併せ持った
独自のサウンドを描き出すイスラエル出身の女性シンガー・ソングライター、マーヤ
ン・キャステル。タイムレスな心地良い歌声と多様なスタイルを取り込んだリッチな
サウンド・デザイン、ワン&オンリーな世界観を持つ、鮮烈なデビュー・アルバム。


いつもイスラエルの文化・芸術にご関心をもってくださって有難うございます。

終わりに、映画『ボーフォート　-レバノンからの撤退』でベルリンの銀熊賞を受賞
したヨセフ・シダー監督作品『foot note』がアカデミー外国語映画部門の最終選考
に残っていることを付け加えておきます。ヘブライ大学のタルムード研究科を舞台に
父と子の確執をウィットとユーモアで描いた本作は既にカンヌ国際映画祭の脚本賞を
受賞していて、受賞の行方が注目されます。
Yosef Shidar's "Foot Note" is still remaining for the final candidates for the

Foreign Film Section of Academie Award.
